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はじめに

徳山ダムは、昭和４６年の実施計画調査着手以来、３５年を経てダム本体の雄

姿が現れ、平成１８年秋には試験湛水を、そして平成２０年３月には完成を迎え

る予定となっています。

この徳山ダムは、浜名湖の約２倍に当たる６憶６千万立方メートルの日本一の

貯水容量をもつダムとなるとともに、ダム上流域は、岐阜県及び揖斐川町が取り

組む山林公有地化事業により、豊富な植物相、希少野生生物をはじめ、豊かな自

然環境をもつ水源地域として保全されることになります。

このような中で 「揖斐川水源地域ビジョン策定会議」では、昨年１０月に会、

議が設立されて以降、５回の会議と３回の小会議を開催し、ビジョンの内容を検

討してきました。

徳山ダムが完成すると、木曽川水系連絡導水路の具体化により「水」を介して

ダムの恩恵が広く下流域に及び、また、山林公有地化事業により、旧徳山村の人

々が代々暮らしの中で守り育ててきた豊かな森林が保全され、水源林等としての

恩恵も人々が広く享受できることになります。また会議では、その事業過程の中

、「 」 、で 徳山村 というひとつの村の歴史が終わるという現実があったことに対し

深く想いを巡らすべきことを認識してきました。

このような認識の下、会議では、ダム建設に伴い恩恵を受ける人々が、その恩

恵に感謝し、流域全体で取り組むビジョンにしたいと考え、ダムそのものの機能

はもとより、流域の豊かな自然環境を流域の貴重な財産と捉え、旧徳山村の人々

をはじめ、水源地域だけではなく、治水・利水の及ぶ広域の人達が 「みんな」、

で守り、育て、自然そのものや歴史から学び、多くの人が行き交い、将来に向け

てみんなで活かすようなことができればと思い議論を進めてきました。

この度の中間とりまとめは、これまでの会議で議論してきた内容をいったん整

理しておくという意味でとりまとめを行ったものです。更にいろいろな意見をい

ただき内容を充実させるとともに、ダム完成前から、また、できるところから、

ビジョン策定に向けた活動の「試行」に取り組みながらより実効性の高いビジョ

ンとして修正・改良を図っていきます。
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Ⅰ ビジョンの目標像

１ ビジョンの背景及び目的

徳山ダムは 「揖斐の防人」として揖斐川流域４７万住民の生活を脅かす洪、
さきもり

水の被害を防御し 「中部の水瓶」として揖斐川の豊かな恵みを、利水や発電、

などに有効に活用するダムである。また、清らかな水の流れを守るための目的

も併せもつ多目的ダムであり、完成すれば貯水量日本一のダムとなる。これら

は、将来の木曽川水系連絡導水路と一体となって、中部圏に広がる流域にとっ

て 「生命 「暮らし 「産業」を支える骨格となる。、 」 」

徳山ダムでは、ダム建設の過程で、ダム上流域の野生動植物の保護・保全の

観点から、付替道路のトンネル化をはじめ、いろいろな環境保全対策を講じて

きている。さらに、他のダムでは類をみない規模で山林公有地化事業の取組を

行っており、森や水と深く関わった旧徳山村の住民が守り育ててきた森林が、

豊かな自然環境をもつ水源林として保全されることになる。いわば、旧徳山村

住民をはじめ、広域の人達が主役として関わる、日本一大きなダム湖と広大な

水源林が織りなす「水と森の自然博物館」として 「日本一の水と森」からな、

る活動の舞台が出現することになる。

こうした状況を踏まえ、ビジョンでは、ダムが担う新たな機能と旧徳山村の

歴史と生活が培ってきた水と森を、流域全体の財産として捉え、水源地域だけ

でなく、治水・利水の及ぶ広域の人達が参画し、その保全と利活用を図ってい

くことを基本的な使命とする。また、広域的な視点も踏まえ、多くの人たちの

交流と連携を促進しながら、徳山ダムの大切さへの認識や旧徳山村民４６６世

帯への感謝の気持ちの下、流域みんなの思いが相互に支え合う流域文化の創造

、 。に向けた取組を展開し 水源地域の持続的な活性化を図っていくことを目指す

２ 目標像

上記の背景及び目的を踏まえ 「揖斐川水源地域ビジョン（仮称 」におい、 ）

ては、次をビジョンの目標像とする。

日本のどまん中を支える日本一の水と森が織りなす流域文化の創造

－ みんなで守り、学び、やすらぐ、日本一元気な流域を目指して －
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Ⅱ ビジョンの計画内容

１ 基本方針

Ⅰの２に掲げた目標像に向けて、以下の基本方針の下、ビジョンの取組方策

を具体化する。

(1) 揖斐の防人・中部の水瓶としての上流域の環境を、みんなで守り育てる

［内 容］

「水のつながり」により徳山ダムの恵みは三県一市に広く及ぶことを踏ま

え、ダム湖及び上流から下流までの河川の水環境、多様な動植物が生息・生

育する豊かな森林、森と水が織りなすダム湖の景観等を流域共通の財産と位

置付け、ダム機能や流域環境の保全に取り組む。特に、徳山ダム上流域につ

いては、日本一のダムの建設と日本一の規模の山林公有地化事業により、人

間が近くに居住しない新たな自然環境が出現することになるが、他に例をみ

ない事例として研究、データの蓄積等に取り組むとともに、水源地域だけで

なく、流域みんなが参画した保全のための取組を展開する。

(2) 自然の叡智や風土など水源地域そのものを「水と森の自然博物館」として、

学びやすらぐ

［内 容］

自然を活かし、自然に学ぶ観点から、水源地域全体を「水と森の自然博物

館」とし、学び、やすらぎ、交流する場等として活用する。森の四季の変化

や星空（目 、おいしい水（舌 、梢のささめきや「静けさ （耳 、おいし） ） 」 ）

い空気（鼻 、清冽な風（肌）など、五感に訴える地域環境そのものをまる）

ごと活かした取組を展開する。これらを基本とし、水源地域の持続的な活性

化という観点から、流域みんなが参画する様々な取組を通じて、多くの人た

ちが行き交う場所とする。

(3) 流域ぐるみで協働し、流域文化の創造と展開を図る

［内 容］

旧徳山村の住民の方々の尊い協力の上に徳山ダムが成立すること、また、

治水に加え、徳山ダムの機能が「水のつながり」を通じて広く三県一市の圏

域にまで及ぶこと、さらには、水源地域の水質保全への取組等について、流

域全体で認識を共有し、上下流の双方の思いが体現される流域文化を展開す

る。また 「まず知ってもらう」ための広報など、多様なＰＲに取り組むと、

ともに、水源地域だけでなく、流域住民、流域外の周辺地域、行政機関、教

育関係者、ＮＰＯ、ボランティア団体、民間企業など、縦横の広がりを念頭

に、多くの主体が参画した流域文化を育む。
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２ 取組方策

１に掲げた基本方針を踏まえ、ビジョンを進めるに当たっての取組方策を以

下の５本の柱によって構成する。

(1) 日本のどまん中を支える大切な自然環境の保全

（主な取組方向）

○ 流域及び水源としての水環境を保全するため、個々の水質対策や濁水対策な

どを行うとともに、下流河川の清流の確保や河川環境の改善に取り組み「川ら

しさ」を復活

○ ダム上流域において水源保全・水質保全・土砂流出防止等の重要な機能をも

つ森林を保全するとともに、森林の管理、森林の整備等を推進

○ クマタカ等の希少生物をはじめ、野生動植物の自然生態系を保全するため、

ダム上流域における生息・生育環境の保全に加え、福井県・滋賀県・岐阜県を

跨ぐ連続的な野生動植物の生態系の緑の回廊を形成

(2) 日本一の水と森に学び、やすらぐ場としての活用

（主な取組方向）

○ 総合学習や生涯学習の一環として、ふれあい体験を通じた自然環境保全の重

要性やダムを通じた治水・利水の機能などを学ぶとともに、資料館や語り部等

による水源地域における歴史・文化や暮らしなどを学べる場を提供

○ 広く三県一市の経済界を含めた諸団体と連携のもと、豊かな自然環境を活用

して、環境等を軸に据えた研修の場等としての利活用を推進

○ 広大なダム湖の出現による微気象の変化、それに伴う植生等の変化や遷移、

あるいは水や土砂などの循環系等の学術研究のフィールドとしての活用をはじ

め、調査・観測データの蓄積等を図りつつ 「ここならでは」の自然環境に関、

わる調査・研究を拠点的に展開

○ 水辺空間や森林空間での遊びや森林浴・ウォーキング等を通じて、貯水容量

日本一の徳山ダム及びダム湖の魅力を核とした健康とやすらぎの豊かな自然環

境を提供

(3) 広域で継続的な交流・連携の推進

（主な取組方向）

、 、○ ＮＰＯや一般住民等が広域的に交流・連携し 植樹や間伐の体験等を通して

より良い環境の創造を推進

○ 揖斐川上流域を教育・学習の場として活かし、小中学生の水、森林等の自然

環境について理解を深めるため、教育関係者をはじめ、三県一市等の上下流の

連携を展開

○ 滋賀県とは３０３号の八草トンネルで、福井県とは４１７号の冠山トンネル

で繋がることになり、この交通ネットワークを利用し県境を越えた相互交流・

相互発展のため、広域連携を推進
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(4) 水源地域の魅力を活用した産業の振興

（主な取組方向）

○ 人々の交流・連携を呼び起こすとともに、交流・連携を通じた産業活動の活

性化を図る観点から、現存する施設の有効活用も図りつつ、魅力ある地域づく

りを推進

○ 地域の伝統・文化等の地域資源を活用するとともに、既存の水源地域内外の

観光拠点を結ぶネットワークを形成し、地域の魅力を高め、人々が楽しめる場

づくりを推進

○ また、水源地域の魅力を特徴づける特産品等の開発、水や森林等を活用した

産業の起業等を展開

(5) みんなが支え、みんなを支えるための取組の推進

（主な取組方向）

○ 中部における徳山ダム及び水源地域の治水・利水上の役割、必要性、効果、

あるいは、おいしい水の源といった内容や、保全活動やイベント等の水源地域

の取組等についての情報発信を推進

○ より一層の上下流交流を推進するため、地域資源のＰＲや日本一のダムの雄

大さのＰＲ等により、水源地域及び上流域における魅力や価値をアピール

○ 水源地域のＰＲや環境活動を維持発展させるため、指導者用マニュアルや案

内人用ガイドマップ等の作成や研修、指導者・案内人・語り部などの人材の養

成・育成を推進

○ 気持ち良くやすらぐことの出来る空間環境を維持するため、来訪者に対して

も、危険行為、不法投棄、貴重種等採取防止等に関するマナー・モラルの向上

対策を推進

○ 自然環境の保全、学習、研究、健康、交流や情報発信、人材養成等の諸活動

に必要不可欠な上下流みんなが活用できる拠点づくり及びそれらを支える仕組

みづくりを推進
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Ⅲ ビジョンの推進方策

１ 推進方針

「揖斐川水源地域ビジョン（仮称 」について、以下の方針に基づき積極）

的に推進する。

(1) 徳山ダムに係る上下流の関係者が連携しながら取り組む

ビジョンの推進を図るため、関係者が、情報や意見を交換しつつ、相互

の連携を図りながら、揖斐川流域の保全と利活用に向けた様々な取組を進

めていく。

(2) 地域住民グループやNPO法人等の推進の担い手を育成する

ビジョンの効率的、効果的な推進を図るため、地域住民やNPO法人等の

推進の担い手を育成する。

(3) ダム事業の完了前から、実施可能なものから順次、ビジョンの実現に向

けた取組を進める

ダム事業完了後、速やかにビジョンの推進が図れるよう、また策定中の

ビジョンが実施可能なものか確認等を行うため、さらに新たな取組み方策

を生み出すために、ダム事業の完了前から、推進体制の整備、取組方策の

試行を行う。

２ 推進体制の整備

１の推進方針に基づき、準備会を設置し、推進協議会等の体制の整備や推

進の担い手の育成等を図っていく。

(1) 推進準備会の設置

ビジョンの効果的、持続的な推進を図るため、推進準備会を設置し、推

進協議会等の推進母体の活動内容やメンバー等の検討を行い、ビジョン推

進体制の整備を進める。

(2) 推進の担い手の育成

ビジョンを効率的・効果的に推進するため、水源地域だけでなく、治水・

利水が及ぶ広域の人達の参画を得るという観点から推進の担い手を育成す

る。

３ 試行の取組

ビジョンの検討・策定と並行して、策定中のビジョンの取組が実施可能か

どうか、また、推進体制がうまく機能するかどうか等について検証等するた

め、試行を行う。
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おわりに

冒頭で述べたように、この度の中間とりまとめは、これまでの会議で議論して

きた内容をいったん整理しておくという意味で、あくまでも中間的なものとして

とりまとめを行ったものです。

私どもビジョン会議では、引き続き、ビジョン策定に向けた活動の「試行」へ

の取り組みの検証や、各界・各層の意見の把握等を行いながら、これまでダム建

設に協力いただいた方々に感謝するとともに、徳山ダムができて良かったといわ

れるような、日本一のダムに相応しい「揖斐川水源地域ビジョン（仮称 」を検）

討していきたいと考えています。

そのためには、関係者はもとより、広く流域の住民の皆様のビジョンへの参画

を含め、ＮＰＯ法人や教育関係者、企業など、各界・各層のご理解とご協力をい

ただく必要があると考えています。

本ビジョンの検討と具体的展開を通じて、水源地域の持続的な活性化に加え、

より広域の圏域における理解と協力の拡大に、少しでも寄与できればと、心より

祈念し、中間とりまとめの「おわりに」とします。

平成１８年３月２９日

揖斐川水源地域ビジョン策定会議



参考資料１

平成１８年度試行について（案）

推進準備会で協議・調整（誰が、いつ、実施するか等）しながら、行動計

画の作成など、できるところから、以下のような取組を進める。

１ 保全の取組

①ゾーニング計画の策定

②廃棄物投棄への対応の検討

２ 利活用の取組

①教育・研修の場としての活用

小学生の体験学習1)

2)企業の体験研修

3)一般のダム見学会

②大学の研究の場としての活用

③交流の場としての活用

イベント(シンポジウム、マラソン、ウォーキング、川サミット等)の開催

④広報活動の実施

1)「徳山ダムリレーフォーラム」開催

定期的に、マスコミ、上・下流、研究者、経済界、教育機関、観光客

等と順次意見交換を行っていく。

2)ＨＰ、メルマガ

3)広報誌、関係機関紙



 
「揖斐川水源地域ビジョン(仮称)」の中間とりまとめ(案) の骨子 

取組の試行 

目 標 像 

日日本本ののどどままんん中中をを支支ええるる日日本本一一のの水水とと森森がが織織りりななすす流流域域文文化化のの創創造造 

－ みんなで守り、学び、やすらぐ、日本一元気な流域を目指して － 

 

推 進 方 策 

 

(1) 日本のどまん中を支える大切な自然環境の保全  
○流域及び水源としての水環境の保全とともに、森林の保全、管理等を推進 

○野生動植物の自然生態系の保全及び県境を越えた生態系の回廊を形成 

(1) 揖斐の防人・中部の水瓶としての上流域の環境を、みんなで守り育てる 
 

(2) 自然の叡智や風土など水源地域そのものを「水と森の自然博物館」として、学び 

やすらぐ 
 

(3) 流域ぐるみで協働し、流域文化の創造と展開を図る 

基 本 方 針 

取 組 方 策 
 (3) ダム事業の完了前から、実施可能なものから順次、

ビジョンの実現に向けた取組を進める 

(2) 地域住民グループやNPO法人等の推進の担い手を

育成する 

推 進 体 制 の 整 備 

 

(2) 日本一の水と森に学び、やすらぐ場としての活用  
○総合学習、生涯学習や研修の場を提供 

○自然環境に関わる調査・研究の展開や、健康とやすらぎのための自然環境を提供 

 

(3) 広域で継続的な交流・連携の推進  
○ＮＰＯや一般住民等が広域的な交流・連携を推進 

○上下流等三県一市に及ぶ広域的な交流・連携や、県境を越えた相互交流等の広域連携を推進 

  

(4) 水源地域の魅力を活用した産業の振興  
○魅力ある地域づくりや観光拠点のネットワーク形成により、地域の魅力向上と人々が楽しめる場づくりを推進 

○水源地域の特徴ある特産品開発、水や森林等を活用した起業等の展開 
 

(5) みんなが支え、みんなを支えるための取組の推進  
○徳山ダム及び水源地域の役割の情報発信、地域の魅力のアピール、人材の養成・育成等を推進 

○自然環境の保全、学習、健康、交流等の諸活動のための拠点づくり及び諸活動を支える仕組みづくりを推進 

 

参考資料２ 

(1) 推進準備会の設置  
推進協議会の運営の検討などビジョン推進体制を整備 

 

(2) 推進の担い手の育成  
広域の人達の参画を得る観点から担い手を育成 

 

(1) 徳山ダムに係る上下流の関係者が連携しながら

取り組む 








